
採用情報・
各種申し込み・

問い合わせはこちらから

１　従業員は社長含めて９名。
アットホームさが自慢の職
場だ

２　設立から20周年の節目を
迎えた2019年には、記念
誌を作成。長年付き合いの
ある顧客に配布し、周年を
祝った

３　子育て経験のある社員が多
いこともあり、自然とお互
いをサポートし合う社風が
できあがった
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有限会社ハロー保険サービス

丁寧かつ的確な対応力で日々の安心を守る！

損害保険代理店、生命保険の募集に関する業務

09
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有限会社ハロー保険サービス

社員はのびのび！顧客は生き生き！その笑顔を守りたい
　当社を設立した当初は具体的なビジョンもなく、ただただ目の前の仕事に打ち込む日々
でした。そんなある日、懸命さが伝わったのか、お客様が「あなたに契約の担当をお願い
したい」と言ってくださったんです。その時、これまでは無我夢中でやってきたけれど、「こ
れからはお客様に向き合う私自身が看板なんだ。一層強い責任感を持ってやっていかなけ
れば」と感じました。その後、徐々に社員が増える中で、地域の皆様が安心して暮らせる
ようお手伝いする仕事なのだから、まずは社員がのびのびと働ける会社にしていこうと心
に決め、現在に至っています。
　お客様が人生を生き生きと送るために、あるいは愛する人を守るために、保険を通じて
さまざまなサポートが可能です。出身学部や性別、出身地は問いません。この仕事ならで
はの喜びを共に分かち合いましょう！代表取締役社長　代表取締役社長　安島 裕子安島 裕子

●求人対象▶ 

●インターンシップ▶可能 ［体験期間］１日 ［申込方法］電話
●採用担当者連絡先▶TEL ／0246-46-2286　E-mail ／ info@hellohoken.com

● 設立 1999年（平成11年）
● 代表取締役社長　安島 裕子
● 資本金 300万円
● 従業員数 ９名

有限会社ハロー保険サービス

●営業
個人・法人の顧客に提案型営業を行う

●営業サポート
顧客からの照会に対する応答、保全業務、事故受付などを行う

〒970-8047
福島県いわき市中央台高久2-22-5
TEL 0246-46-2286　　FAX 0246-46-1677

❶ 保険を通じて地域に安心を届ける
❷ 全国基準で高評価の保険サービス
❸ 仕事と家庭を両立できる協力体制

多
様
な
悩
み
に
応
え
る

コ
ン
サ
ル
力
に
自
信
あ
り

　
『
ハ
ロ
ー
保
険
サ
ー
ビ
ス
』は
、

自
動
車
保
険
や
火
災
保
険
な
ど
の

「
損
害
保
険
」か
ら
、
医
療
保
険
・

ガ
ン
保
険
・
学
資
保
険
と
い
っ
た

「
生
命
保
険
」ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

保
険
商
品
を
取
り
扱
う
代
理
店
だ
。

個
人
の
顧
客
に
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
の
変
化
に
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
を
、

法
人
の
顧
客
に
は
事
業
リ
ス
ク
に

備
え
る
保
険
や
福
利
厚
生
拡
充
の

た
め
の
保
険
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ

提
案
し
て
い
る
。

　

保
険
は
目
に
見
え
な
い
商
品
で

あ
り
、
複
雑
な
仕
組
み
の
も
の
も

少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
、年
齢
・

性
別
・
立
場
な
ど
多
様
な
背
景
を

持
つ
顧
客
の
悩
み
を
じ
っ
く
り
聞

き
、
多
く
の
商
品
の
中
か
ら
適
し

た
プ
ラ
ン
を
、
い
か
に
分
か
り
や

す
く
説
明
で
き
る
か
が
、
こ
の
仕

事
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。

　

こ
う
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

力
や
損
害
サ
ー
ビ
ス
対
応
力
、
事

業
の
健
全
性
・
安
定
性
・
成
長
性

な
ど
の
基
準
に
基
づ
き
会
社
が
総

合
的
に
高
く
評
価
さ
れ
、「
東
京

海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
」

が
設
け
て
い
る
全
国
的
な
規
格

「
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

（
ト
ッ
プ
ク
オ
リ
テ
ィ
）代
理
店
」

に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

顧
客
に
納
得
の
い
く
保
険
選
び

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
保
険
に
関
す
る
法
律
や
商

品
知
識
の
習
得
と
い
っ
た
日
々
の

勉
強
は
欠
か
せ
な
い
。「
お
客
様

か
ら
ご
家
族
や
お
友
達
を
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
時
は
、
頼
り
に
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
、
本
当
に
う
れ
し

い
も
の
で
す
。
ま
た
、
ご
契
約
当

初
は
小
さ
か
っ
た
お
子
さ
ん
が
、

進
学
し
て
就
職
し
て
結
婚
し
て
子

ど
も
が
で
き
て
、
と
い
う
風
に
人

生
を
歩
む
姿
を
見
守
り
続
け
ら
れ

る
の
は
、
こ
の
仕
事
の
醍
醐
味
で

す
よ
」と
安
島
社
長
。

子
育
て
世
代
も
安
心
！

助
け
合
い
が
習
慣
化

　
『
ハ
ロ
ー
保
険
サ
ー
ビ
ス
』に
は
、

３０
代
か
ら
６０
代
の
幅
広
い
年
代
の

社
員
が
勤
務
し
て
い
る
。
子
育
て

中
の
社
員
も
多
く
、
子
ど
も
の
学

校
行
事
に
参
加
し
て
か
ら
出
社
す

る
と
い
っ
た
柔
軟
な
勤
務
時
間
の

調
整
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
急
な
体
調
不

良
時
に
フ
ォ
ロ
ー
に
回
れ
る
よ
う
、

普
段
か
ら
お
互
い
の
仕
事
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
把
握
し
て
お
く
な
ど
、

社
員
同
士
が
助
け
合
う
習
慣
が
で

き
て
い
る
と
い
う
。


